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助成活動名 医療的ケアが必要な子どもとその家族のコミュニティ形成・防災意識啓発 

助成額 500,000 円 

活動内容 

目的 

医ケア児家族のコミュニティを作りと防災意識の啓発を目的とする。 
2022 年より引き続き行ってきた本活動で医療的ケア児とその家族同士のコミュ
ニティがないことが大きな課題となっていることが分かり今年は医療的ケア児
とその家族間の繋がりはもちろん、支援者となり得る地域をはじめとする周り
人たち、医療関係者、医療機器メーカーにも繋がりの輪を広げ社会全体で医療
的ケア児について知りサポートできる環境を作る。また発災時にしっかりと安
全安心を確保できるように必要であろう情報の提供を行い平時より医療的ケア
児とその家族への防災意識の啓発を促す。 

内容 

「ひなんピング」というホームページでの情報発信を通じて、場所や時間を選
ばないつながり作りとワークショップや防災を意識しキャンピングカーを活用
したイベントでリアルなつながりの場を作る。 
○コミュニティ作り 
誰でも気軽に参加してもらえる内容のワークショップを実施 
・スヌーズレン作り 
→医療的ケア児のリラクゼーション効果が期待できる 
・ヨガ講座 
→医療的ケア児の家族の心身を整え、他者とのコミュニケーションの場となる 
○防災意識の啓発 
・持ち物リストの作成 
→必要なものの再確認が可能となり個人の避難準備の啓発を促す 
・キャンピングカー内での医療機器接続実証 
→キャンピングカーで実際に医療機器に必要な電源の確保が可能であるかの実
証 
・手動式の医療機器の実際の使用 
→電源確保ができない状況になっても慌てることなく使用できる状態にしてお
くことができる 
○情報発信 
・Instagram や HP を活用し活動内容を周知。 
・チラシを作成し支援学校を中心に告知 
 

成果 

今回は医療的ケア児について知ってもらい発災時に支援者となってくれる人と
の繋がりも目的の 1 つであったため誰でも気軽に参加してもらえるワークショ
ップを企画、その開催を実現することができ、医療的ケア児のご家族以外の参
加もあり交流することができ、医療的ケア児についての理解を深めることがで
きた。また、キャンピンカーイベントでは医療機器メーカーにも賛同をいただ
き実証実験や機器・発災時の対応について説明をしてもらうことができた。
Instagram のライブ機能の活用により当日リアルに参加できない方は遠隔地から



でもオンラインでイベントに参加できたり、後日見ることが可能となったりし
ため、より多くの方々にイベントについて知っていただく機会ができた。 
 

今後の課題と対
応策 

チラシの配布や HP、Instagram の活用により新しく【ひなんピング】について県外の方々
に知ってもらえることができた一方で県内にはまだまだ浸透していないので、今後は定期
的に HP の内容を充実、更新していくことで少しずつでも周知してもらうように活動を続
けていく必要がある。最近、頻発している自然災害へ対策は急務であると感じる。医療的
ケア児とその家族だけの自助では限界があるので共助ができるまちづくりの実現を少しず
つでも進めていかなければばらない。 
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